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新
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
が
初
め
て
迎
え
る
新
年
の
干
支
は
「子
年
」、
十

二
支
で
は
新
し
い
運
気
の
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り
で
あ
り
、
未
来
へ
の
大
い
な
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
12
年
前
の
子
年
に
は
日
本
で

初
め
て
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
Ｉ
Ｔ
の
発
展
は
当
時
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
年
が
良
い
未
来
へ
の
新
た
な
出
発
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
ま
だ
先
と
思
っ
て
い
た
2
回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
半
年
後
に
迫
り
ま
し
た
。
何
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
が
、
急
増
す
る
外

国
人
旅
行
者
に
対
す
る
医
療
提
供
体
制
は
未
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
等
潤
病
院
に
お
い
て
も
言
葉
の
問
題
を
始
め
と
し
て
準
備
を
加

速
さ
せ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
の
時
期
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
も
例
年
以
上
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
さ
ん

が
増
え
ま
し
た
。
実
は
、
南
半
球
で
は
流
行
期
が
日
本
と
全
く
逆
の
季
節
に
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
通
年
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
外
国
人
が
多
数
来
日
さ
れ
た
こ
と
で
、
従
来
の
流
行
期
以
外
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
の
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
更
に
多
く
の
旅
行
者
が
訪
日
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
感
染
症
に
対
す
る
備
え
も
新
し
い

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）や
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
、
最
近
で
は
武
漢
市
で
発
生
し
た
原
因
不
明
の
呼
吸
器

感
染
症
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
未
知
の
感
染
症
の
流
行
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
興
感
染
症
の
代
表
で

あ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
東
京
都
全
病
院
対
象
の
研
修
会
に
お
い
て
、
等
潤
病
院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）を
先
進
事
例
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
が
、
こ
の
件
で
は
今
で
も
他
病
院
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
ま
す
。

更
に
昨
年
は
災
害
の
年
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
台
風
に
よ
る
災
害
も
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
ま
し

た
。
昨
年
末
に
7
夜
に
わ
た
り
首
都
直
下
型
地
震
の
特
集
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
京
の
一
般
病
院
を
代
表
し

て
等
潤
病
院
が
取
材
を
受
け
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
へ
の
地
道
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

更
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
等
潤
病
院
や
常
楽
診
療
所
、
健
診
セ
ン
タ
ー
等
潤
で
の
医
療
情
報
（内
服
薬
や
血
液
検
査
、
Ｘ
線
画
像

な
ど
）を
、
患
者
さ
ん
自
身
の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
、
本
格
的
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド

（Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
と
し
て
テ
レ
ビ
東
京
の
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト(

Ｗ
Ｂ
Ｓ)

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
医
療
情
報
を
ご
自

分
や
ご
家
族
で
確
認
で
き
る
こ
と
で
健
康
に
関
す
る
関
心
は
高
ま
り
ま
す
し
、
急
病
で
の
救
急
受
診
や
災
害
時
な
ど
で
も
自
分
の
医

療
情
報
を
見
せ
る
こ
と
の
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
声
掛
け

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

慈
生
会
は
等
潤
病
院
を
中
心
に
常
楽
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
イ
ル
ア
カ
ー
サ
、
各
種
介
護
事
業
が
互
い
に
密
に
連
携
し
て
、

急
性
期
医
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
医
療
・看
護
・介
護
、
施
設
介
護
、
健
康
増
進
ま
で
、
「地
域
と
共
に
生
き
る
慈
し
み
の

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の
理
念
の
も
と
に
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
時
に
も
非
常
時
に
も
、
地
域
の
皆
様
に
頼
ら

れ
る
医
療
機
関
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

慈生会だより
等潤病院･常楽診療所･イルアカーサ

～ 慈生会より関係各施設、周辺地域の皆様へ～

地域と共に生きる慈しみのトータルヘルスケア慈生会 理念
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第３１号

外来受診表
受付時間 ： 午前／ 8：30〜12：00

午後／13：00〜16：50

発刊日：令和２年１月

等 潤 病 院 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

内科

午前
谷口 髙橋(聡) 谷口 大川 大川 黒崎
鈴木 竹村 髙橋(聡) 野呂 髙橋(聡) 湯浅

黒崎 西島 河尻 黒崎 木村 中臺

午後

阿部(大） 竹村 鈴木 鈴木 山﨑 阿部(大)

松井 久保田 河尻 小野(啓） 林(宏) 中臺

千田 佐藤(英)

沖田

呼吸器内科

午前

谷口 髙橋(聡) 谷口 野呂 髙橋(聡) 黒崎

鈴木 西島 髙橋(聡) 黒崎 木村 林(杏)

黒崎

午後
千田 久保田 鈴木 林(宏)

小野(啓）

血液内科 午後 阿部(大）

腎臓内科 午後 松井 佐藤(英)

神経内科･
漢方外来

午前・午後 河尻

循環器内科
午前

玄 玄 玄 川内 玄 中臺

佐々木

午後 玄 川内 佐々木 川内(第2,4週) 中臺

外科

午前
西 伊藤(雅) 西 青柳 伊藤(雅) 樋口

青柳 小関 渡邉 仁瓶 小川(康) 交代制

午後

渡邉 小関 樋口 仁瓶 樋口 交代制

篠原 松永 松永

小野(宏)

乳腺外科
午前

樋口

鳥屋(第2週)

午後 樋口 樋口

整形外科

午前
堀越 大澤 深井 小川(剛)

堀越

午後
堀越 大澤 小川(剛) 堀越

武内(俊) 深井

脳神経外科
午前 交代制

午後 松原 交代制 請田 交代制

泌尿器科
午前

午後 横山 田中 福田(第3週)

皮膚科
午前 伊藤(聖) 伊藤(聖)

午後 伊藤(聖) 伊藤(聖)

リウマチ科 午後 川口(第2,4週)

内視鏡
午前 樋口 赤澤 小野(宏) 交代制 小関 西

午後 小関 赤澤 田上 交代制 青柳/松永

健診
午前 山﨑 柳澤 山﨑 山﨑 山﨑 山﨑

午後 山﨑 柳澤 山﨑 山﨑 木村 山﨑

訪問診療 午後 大川 谷口(第2,4週) 谷口(第2,4週)

常 楽 診 療 所 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

内科 午前 阿部(大) 吉永 大川 田澤 谷口 菅野

脳神経外科 午前 宮﨑

訪 問 診 療 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

午前 櫻井(み) 沖田 伊藤(雅)

午後 吉永 中島 松宮 小川(康)
注） 学会などへの参加により休診・代診になることがございます。

注） 外来医師体制表は、一部変更になることもありますので予めご了承ください。
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令和１年度 社会医療法人社団慈生会
大忘年会 at 浅草ビューホテル

令和１年度 第８回等潤病院
医療安全標語・川柳大会投票結果

☆ 最優秀賞
「 聴診器あてて聴いてよ心の声も 」

イルアカーサ 入所介護 星野 明
☆ 優秀賞
「 自分を疑い再確認 」

訪問看護ステーション 真宮 直美
☆ 特別賞
「 朝礼は(令和)気持高めるワンチーム 」

イルアカーサ 入所介護 伊東 幸一郎

令和1年12月20日に浅草ビューホテルにて大忘年会を開催致しました。
理事長挨拶により大忘年会の開始され、永年勤続表彰と年間MVP表彰、医療安全標語・川柳大会の
結果発表が行われました。今回は商品をかけたビンゴ大会やじゃんけん大会も行われ、大変盛り上が
りました。

11月22～23日にかけて金沢で開催されたリハビリテーション・ケア合
同研究大会へ参加し、「当施設における歩行安静度の見直しと再検
討」という内容にてポスター発表を行いました。学会前後の取り組み
や学会での学びを通し、新たな視点を持って毎日を過ごすことが出
来ています。様々な刺激を受けた今回の経験を生かし、個人として、
また常楽通所リハビリ全体としてもレベルアップしていけるよう、今後
も取り組んで参ります。

明けましておめでとうございます。
年男を迎え、新たな気持ちで精進してまい
ります。

リハビリテーション部 関根 康文

「縁の下の力持ち」リハビリ室内にとどま
らず、病院、患者様の陰の立役者になれる
ように日々励んでいきたいと考えています。
今年も1年よろしくお願いします。

リハビリテーション部 中村 綾
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慈生会では、首都直下地震発生に備えて早い段階からBCPを作成していることもあり、１０月にNHKから

の取材を受けました。この模様は、「NHKスペシャル首都直下型地震 終わりの見えない被災」として放送

されました。９月の台風１５号・１７号、１０月の台風１９号の被害は記憶に新しいところですが、本年は震

度５～６の地震が発生し、九州北部では豪雨災害も発生しています。このような災害に対し、防災訓練を

職場・地域ぐるみで取り組むなど、防災意識を高めるよう日々努めております。

実際の放送時

ＮＨＫ撮影時

訓練の様子

画論とは：
キヤノンメディカルシステムズが主催する医療画像コンテス
トです。キヤノン製ＣＴ，ＭＲＩ，超音波を用い、創意工夫を凝
らした臨床に役立つ新規性の高い画像を描出し、評価され
る場です。書類選考において審査を通過した数施設がディス
カッションを行い、賞が決定します。

テクニカル賞 受賞

●選考部門 ３テスラMRI部門

肝腫瘍・同期撮像が困難な事例

Dynamic3相（肝ドーム下）症例

自由呼吸下・動脈相 自由呼吸下・門脈相 自由呼吸下・平衡相

自由呼吸下・肝細胞相 自由呼吸下・単純 息止め不可・単純

症例1 肝ドーム下

通常息止めしなければ撮影できない造影MRI
検査で患者様の状態と基本原理を使って息
止めなしで撮影し評価していただきました。
息止めした画像や最新技術を使用した画像と
比較しても遜色なく撮影することが可能です。

----------------｜過去受賞歴｜----------------

2018年 ・・・・ 3テスラMRI（脳神経）部門最優秀賞
3テスラMRI部門優秀賞
3テスラMRI部門Clinical Update賞

2017年 ・・・・ 3テスラMRI部門最優秀技術賞

2014年 ・・・・ 3テスラ以下MR部門優秀賞

2013年 ・・・・ 1.5テスラ以下MR部門最優秀賞

2011年 ・・・・ 1.5テスラMR部門特別賞

2010年 ・・・・ 1.5テスラMR部門優秀賞

2009年 ・・・・ 1.5テスラMR部門優秀賞

当院放射線科では、院内の検査だけではな
く、院外からの御依頼による検査も行ってお
ります。詳細は等潤病院ホームページにより
ご確認いただけます。
下記URLまたはQRコードをご利用ください。

URL: http://www.jiseikai-phcc.jp/tojun_hospital/local/


